
　持続可能に経営された森林はその生育の過程で二酸化炭素を吸収し炭素を貯蔵するほか、そうした森林から合
法的に伐採された木材を建築物等に利用することで、炭素が長期的に貯蔵されます。加えて、木材は製造・加工
時のエネルギー消費が鉄やコンクリート等他の建築資材よりも少ないことから、材料代替による排出削減にも貢
献します。
　本年のＧ７農業大臣会合をはじめとする関連閣僚会合の機会を通じて、違法伐採対策を含む持続可能な森林経営
や木材利用の促進を図ることや、それにより世界的な森林減少を抑制しつつ脱炭素社会の実現を目指すことの重
要性について、国際社会に発信しました。

宮崎農業大臣会合
及び 関連閣僚会合の概要
G7特集
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４
月
15
日
（
土
）
及
び
16
日
（
日
）、
環

境
省
と
経
済
産
業
省
の
共
催
に
よ
り
、
気
候
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
大
臣
会
合
が
札
幌
市
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
リ
協
定
の
精
神
を
踏
ま
え
、
産
業
革
命

以
来
の
化
石
燃
料
中
心
の
経
済
・
社
会
、
産

業
構
造
を
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
に
移

行
さ
せ
、
さ
ら
に
、
炭
素
中
立
、
循
環
経
済
、

自
然
再
興
を
統
合
的
に
実
現
す
る
た
め
、

経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
全
体
の
変
革
で
あ
る

グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｇ
Ｘ
）
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
推
進
等
に
つ
い

て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
林
・
林
業
施
策
に
つ
い
て
は
、

①　

違
法
伐
採
対
策
を
含
む
持
続
可
能
な

　

森
林
経
営
と
木
材
利
用
の
促
進

②　

脱
炭
素
化
の
た
め
の
建
築
分
野
に
お
け

　

る
木
材
利
用
の
拡
大

の
重
要
性
に
言
及
さ
れ
ま
し
た
。

　

持
続
可
能
な
森
林
経
営
は
従
来
か
ら
そ
の

重
要
性
が
共
有
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、

木
材
利
用
の
促
進
の
重
要
性
が
Ｇ
７
で
明

示
的
に
共
有
さ
れ
た
こ
と
は
、
我
が
国
が
Ｇ

７
議
長
国
を
務
め
る
本
年
の
大
き
な
成
果

で
す
。

　

ま
た
、
世
界
的
な
森
林
減
少
へ
の
対
策
と

し
て
、
需
要
者
側
の
取
組
の
重
要
性
を
認
識

し
つ
つ
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
農
業
生
産
を

Ｇ
７
札
幌
気
候
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

　
　
　
　
　
　

環
境
大
臣
会
合

Ｇ７ とは、「ＧｒｏｕｐｏｆＳｅｖｅｎ」の略称で、フランス、米国、英国、
ドイツ、日本、イタリア、カナダの７か国及び欧州連合（ＥＵ）が参加
する枠組です。Ｇ７ の会議には、Ｇ７ メンバー以外の招待国や国際機関な
どが参加することもあります。
これまで我が国は６回Ｇ７ 議長を務めており、１９７９年、１９８６年、
１９９３年（すべて東京）、２０００年（九州・沖縄）、２００８年（北海道洞爺湖）、
２０１６年（伊勢志摩）にそれぞれサミット (首脳級会合 )を開催しました。
本年、我が国は７回目の議長国となり、５月に広島サミットを開催し
ます。サミットの開催に先立ち、外務、財務、保健などテーマ別の閣僚
級会合が開催される中、４月に札幌市において気候・エネルギー・環
境大臣会合が、宮崎市において農業大臣会合が開催されました。

森
林
減
少
・
劣
化
か
ら
切
り
離
す
持
続
可
能

な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
向
け
た
支
援
を
強

化
す
る
こ
と
に
コ
ミ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

Ｇ７について
　

成
果
文
書
に
お
け
る
森
林
・
林
業
関
連
の

記
述
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp
/j/boutai/yunyuu/attach/pdf
/g7g20docum

ent-8.pdf

東京オリ・パラ選手村のスギ材を再利用した衝立
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４
月
22
日
（
土
）
及
び
23
日
（
日
）
に
、

農
林
水
産
省
の
主
催
に
よ
り
、Ｇ
７
農
業
大

臣
会
合
が
宮
崎
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
合
で
は
、
今
後
の
農
業
・
食
料
政
策
の

方
向
性
と
し
て
、

①　

自
国
の
生
産
資
源
を
持
続
可
能
な
形
で

　

活
用
す
る
こ
と

②　

農
業
の
生
産
性
向
上
と
持
続
可
能
性

　

の
両
立

③　

あ
ら
ゆ
る
形
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、

農
業
の
持
続
可
能
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

に
つ
い
て
共
通
認
識
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、

本
会
合
で
の
議
論
を
取
り
ま
と
め
た
Ｇ
７
農

業
大
臣
声
明
と
と
も
に
、Ｇ
７
各
国
が
取
り

組
む
べ
き
行
動
を
要
約
し
た
「
宮
崎
ア
ク

シ
ョ
ン
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
林
・
林
業
施
策
に
つ
い
て
は
、
農
業
の

持
続
可
能
な
成
長
を
図
る
文
脈
で
、
収
入
機

会
の
多
様
化
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
に
資

す
る
た
め
、
農
業
に
加
え
、
持
続
可
能
な
森

林
経
営
に
よ
る
木
材
等
の
生
産
を
行
う
こ
と

の
有
用
性
に
言
及
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
林
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
Ｇ
７
で
は

主
に
環
境
大
臣
会
合
の
場
で
、
地
球
環
境
保

全
の
観
点
か
ら
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
、
農
業
大
臣
会
合
に
お
い
て
、
地
域
の

活
性
化
に
お
け
る
持
続
可
能
な
木
材
等
の
生

産
の
重
要
性
に
言
及
さ
れ
た
こ
と
は
、
我
が

Ｇ
７
宮
崎
農
業
大
臣
会
合

農業大臣会合が開催された宮崎市のシーガイアコンベンションセンター
には、３０余りの展示ブースが設けられ、我が国の農林水産業に
関する様々な取組をアピールしました。
木材利用の関係でも、森林研究・整備機構  森林総合研究所、
日本ウッドデザイン協会が、「持続可能な木材利用によるネット・
ゼロ及び循環経済の実現に向けて」と題する展示を行いました。

Ｇ７宮崎農業大臣会合における展示

　

成
果
文
書
に
お
け
る
森
林
・
林
業
関
連
の

記
述
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp
/j/boutai/yunyuu/attach/pdf/
g7g20docum

ent-10.pdf

国
が
議
長
を
務
め
た
中
で
の
特
筆
す
べ
き
成

果
と
い
え
ま
す
。
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合
法
で
持
続
可
能
な
森
林
経
営
を
通
じ
て

生
産
さ
れ
る
、
再
生
可
能
な
資
源
で
あ
る
木

材
を
持
続
的
に
利
用
し
て
い
く
こ
と
は
、
二

酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
と
循
環
経
済
の
実
現

に
大
き
く
貢
献
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
造

建
築
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
の
可

能
性
へ
の
期
待
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｇ
７
農
業
大
臣
会
合
の
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
会
合
前
日
の
４
月
21
日
（
金
）
に
、

「
持
続
可
能
な
木
材
利
用
に
よ
る
ネ
ッ
ト
・

ゼ
ロ
及
び
循
環
経
済
の
実
現
に
向
け
て
」
と

題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
米
国
イ
ェ
ー
ル
大
学
で
長
く

教
鞭
を
と
り
、
建
築
専
門
家
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
ア
ラ
ン
・
オ
ル
ガ
ン
ス
キ
氏
を
お

招
き
し
、
同
氏
に
よ
る
基
調
講
演
の
後
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト

持
続
可
能
な
木
材
利
用
に
よ
る

ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
及
び
循
環
経
済

の
実
現
に
向
け
て

　

オ
ル
ガ
ン
ス
キ
氏
は
、「
気
候
変
動
に
お

け
る
森
林
・
林
産
物
の
役
割
」
と
題
し
、
都

市
建
設
に
際
し
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

が
大
き
い
鉄
鋼
等
の
建
材
に
代
替
し
、
木
材

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
都
市
に
大
規
模
な
炭

素
の
貯
蔵
庫
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
る
構

想
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
生
物
由
来

の
炭
素
の
隔
離
と
貯
蔵
を
行
う
強
力
な
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
は
、
森
林
の
保
全
や

再
造
林
の
奨
励
な
ど
の
相
乗
効
果
も
期
待
さ

れ
る
と
の
考
え
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

基
調
講
演

　

Ｇ
７
宮
崎
農
業
大
臣
会
合
の
前
後
に
開
催

し
た
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要

を
報
告
し
ま
す
。

●
カ
ナ
ダ
・
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
州

ジ
ャ
グ
ル
ッ
プ
・
ブ
ラ
ル
副
大
臣

　
　

カ
ナ
ダ
は
Ｇ
７
で
最
大
の
木
材
輸
出
国

　

で
あ
る
。
同
州
の
重
要
な
経
済
政
策
で
あ

　

り
、
先
住
民
と
協
力
し
て
実
施
さ
れ
て
い

　

る
、
マ
ス
・
テ
ィ
ン
バ
ー
行
動
計
画
に
基

　

づ
き
、
強
度
の
高
い
構
造
用
集
成
材
で

　

あ
る
マ
ス
・
テ
ィ
ン
バ
ー
の
使
用
を
促
進

　

す
る
こ
と
に
よ
り
、
林
業
の
付
加
価
値
を

　

高
め
、
雇
用
創
出
、
経
済
成
長
、
イ
ノ
ベ
ー

　

シ
ョ
ン
を
促
し
て
い
く
。

●
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）

マ
リ
ア
・
ヘ
レ
ナ
・
セ
メ
ド
事
務
局
次
長

　
　

国
際
社
会
に
対
し
、
二
酸
化
炭
素
の
排

　

出
削
減
に
貢
献
す
る
た
め
、
合
法
で
持
続

　

可
能
な
木
材
の
利
用
拡
大
を
呼
び
掛
け
て

　

い
る
。
ま
た
Ｆ
Ａ
Ｏ
は
、
日
本
、Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ

　

等
と
と
も
に
共
同
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
「
持

　

続
可
能
な
未
来
の
た
め
の
持
続
可
能
な
木

材S
u
sta
in
a
b
le
 W
o
o
d
 fo
r a

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
国
際
熱

帯
木
材
機
関
（
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
）
シ
ャ
ー
ム
・
サ
ッ

ク
ル
事
務
局
長
が
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
ま

し
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
々
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
取

組
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
、
そ
の
後
、
来
場

者
を
含
む
参
加
者
の
間
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
パ
ネ
リ
ス
ト
と
そ

の
発
言
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

Sustainab
le W

orld
(SW

4SW
)

」
に

　

取
り
組
ん
で
い
る
。

●
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
・
整
備

機
構
森
林
総
合
研
究
所
中
静
透
所
長

　
　

気
候
変
動
の
ほ
か
現
在
国
際
社
会
が
直

　

面
し
て
い
る
社
会
的
課
題
に
対
処
す
る
た

め
、Nature-based Solutions

（
自
然

　

を
活
用
し
た
解
決
策
）
が
求
め
ら
れ
て
お

　

り
、
こ
の
観
点
か
ら
木
材
利
用
に
関
す
る

　

技
術
革
新
に
期
待
し
て
い
る
。

●
マ
レ
ー
シ
ア
木
材
協
議
会

タ
ン
・
テ
ィ
ン
・
ワ
イ
最
高
執
行
責
任
者

代
理
兼
国
際
事
業
開
発
部
門
長

　
　

森
林
認
証
制
度
は
、
持
続
可
能
な
木
材

　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
実
現
す
る
た
め
の

　

経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
成
り
得
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
持
続
可
能
な
方
法
で
生

　

産
さ
れ
た
認
証
木
材
製
品
の
流
通
価
格
を

　

高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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４
月
24
日
（
月
）、
林
野
庁
は
、「
木
造
化

で
つ
な
が
る
都
市
と
農
山
村
」
と
題
し
た
産

学
関
係
者
に
よ
る
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
持
続
可
能
な
森
林
経
営
と
都
市
に
お

け
る
木
材
利
用
の
促
進
が
い
か
に
農
山
村
の

発
展
に
貢
献
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
前
出
の

ア
ラ
ン
・
オ
ル
ガ
ン
ス
キ
氏
と
国
内
の
研
究

者
・
専
門
家
や
民
間
企
業
等
が
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

Ｇ
７
宮
崎
農
業
大
臣
会
合

　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
記
念

「
木
造
化
で
つ
な
が
る
都
市
と

農
山
村
」
産
学
関
係
者
に
よ
る

意
見
交
換
会

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
２
０
５
０
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
や
循
環
型
経
済
を
構

築
す
る
上
で
、
合
法
で
持
続
可
能
な
木
材
利

用
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
そ

の
促
進
の
た
め
に
は
、
政
府
、
国
際
機
関
、

学
術
研
究
者
、
民
間
セ
ク
タ
ー
の
間
で
継
続

的
な
協
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
世
界
に
発

信
す
る
好
機
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
セ
ミ
ナ
ー
の
概
要
は
、
オ
ル
ガ
ン

ス
キ
氏
か
ら
、
農
業
大
臣
会
合
で
報
告
さ
れ
、

各
国
大
臣
か
ら
も
、
森
林
保
全
や
木
材
利
用

の
重
要
性
を
指
摘
す
る
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
氏
か
ら
、
都
市
建
設
に
木
材
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
都
市
に
大
規
模
な
炭
素
の
貯
蔵

庫
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
る
構
想
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
ま
た
、
同
氏
と
共
同
で
建

築
設
計
事
務
所
を
経
営
す
る
エ
リ
ザ
ベ
ス
・

グ
レ
イ
氏
か
ら
、
同
社
が
手
掛
け
た
木
造
建

築
の
実
物
件
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

オ
ル
ガ
ン
ス
キ
氏
の
講
演

意
見
交
換

　

意
見
交
換
で
は
、
東
京
大
学
生
産
技
術
研

究
所
の
腰
原
幹
雄
教
授
が
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を

務
め
、
次
の
参
加
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

・　

三
菱
地
所
株
式
会
社　

関
連
事
業
推
進

　

部
長
兼
木
造
木
質
化
事
業
推
進
室
長

　

森
下
喜
隆
氏

・　

株
式
会
社
大
林
組　

木
造
・
木
質
推
進

　

部
主
席
技
師　

山
﨑
慎
二
氏

・　

株
式
会
社
竹
中
工
務
店　

木
造
・
木
質

　

建
築
推
進
本
部
長　

石
川
修
次
氏

・　

株
式
会
社
マ
ウ
ン
ト
フ
ジ
ア
ー
キ
テ
ク
ツ

　

ス
タ
ジ
オ

主
宰
建
築
家

原
田
真
宏
氏

　

そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
に
対
し
て
、
オ
ル
ガ
ン

ス
キ
氏
よ
り
、
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が

あ
り
ま
し
た
。

●　

建
築
物
の
高
さ
は
技
術
の
進
歩
の
〝
も

　

の
さ
し
〞と
し
て
分
か
り
や
す
い
が
、
大

　

都
市
だ
け
で
な
く
地
方
都
市
に
お
け
る
需

要
も
考
慮
し
、
土
地
利
用
や
伝
統
等
の
要
素

も
加
味
し
た
設
計
を
進
め
て
い
く
べ
き
。

●　

木
材
利
用
、
森
林
保
全
、
排
出
削
減
を

　

組
み
合
わ
さ
る
こ
と
で
、
都
市
と
地
方
の

　

シ
ナ
ジ
ー
を
生
み
出
し
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ

　

ス
や
雇
用
創
出
の
機
会
に
な
る
。

●　

建
築
物
の
解
体
に
発
生
す
る
木
材
を
再
利

　

用
す
る
こ
と
で
、
炭
素
貯
蔵
を
長
期
化
で

　

き
、
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
オ
ル
ガ
ン
ス
キ
氏
と
グ
レ
イ
氏
か

ら
、
日
本
国
内
の
関
係
者
が
伝
統
を
生
か
し

つ
つ
新
し
い
技
術
を
組
み
合
わ
せ
、
総
合
的

な
構
想
を
持
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て

い
る
こ
と
へ
の
賛
辞
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
交
換
会
が
、
産
官
学
の
関
係
者

が
新
た
な
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
す

る
一
助
と
な
り
、
今
後
の
展
開
に
発
展
す
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
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